
平成２８年度　「幼児教育に関わる実態調査（アンケート）」の結果について

Ⅰ　調査の概要
　１　調査目的

　２　調査範囲
　　　県内の国公立・私立の幼稚園，保育所，認定こども園及び認可外保育施設

　３　調査対象

　４　調査方法

　５　調査期間

　６　調査内容

　７　回答数

園長・所長 教諭・保育士 保護者（父） 保護者（母） 保護者（その他）

国公立 77 39 170 44 433 0

私　立 162 28 151 74 1,034 1

計 239 67 321 118 1,467 1

公　立 179 45 400 67 590 1

私　立 220 36 154 54 377 0

計 399 81 554 121 967 1
　認定子ども園 29 6 40 23 308 0
認可外保育施設 242 15 68 9 152 0

169 983 271 2,894 2

※参考：H27調査回答　3,591人
　　　　（園長等：1,684人，保護者：1,907人）

　　　本調査は，幼児教育の充実のために策定した第２期「学ぶ土台づくり」推進計画の
　　進行管理を行っていく上での基礎資料とするとともに，今後の幼児教育の取組の企画
　　立案に反映させる手掛かりを得るものとして実施する。

　（１）県内全ての幼稚園，保育所，認定こども園及び認可外保育施設の全教員と保育士
　　　　（臨時職員，非常勤職員及び講師を除く）
　（２）県内全ての幼稚園，保育所，認定こども園及び認可外保育施設の全園児の保護者

　　　第2期「学ぶ土台づくり」推進計画に定めた４つの目標ごとに，以下の点を調査する。
　　　　・親子間の愛着形成の現状　・子どもの基本的生活習慣の現状
　　　　・子どもの体験活動の現状　・幼児教育の環境についての現状　等

依頼箇所数

　○　インターネットによる回答
　　平成２８年６月２０日（月）午前９時から平成２８年７月４日（月）午前９時まで
　　　※　紙媒体の回答は，平成２８年７月７日（木）まで

回答数（人）

　（１）教員と保育士･･･インターネットによる回答
　　　　調査対象者（教員，保育士）が宮城県教育庁教育企画室のウェブサイトにアクセ
　　　スして回答（宮城県電子申請システムの活用），その内容を県のサーバーに送信す
　　　る。（無記名，多肢選択方式）
　（２）保護者･･･インターネットによる回答
　　　　調査対象者（保護者）が宮城県教育庁教育企画室のウェブサイトにアクセスして
　　　回答（宮城県電子申請システムの活用），その内容を県のサーバーに送信する。
　　　（無記名，多肢選択方式）
　　※　原則としてパソコンやスマートフォン等を利用したインターネットによる回答と
　　　するが，インターネット環境が無いなどの理由がある場合は，紙媒体での回答も可
　　　能とする。

幼稚園

保育所

総　　計
909

4,319

計
1,152 3,167

資料１－１ 

園長・所長 回答率 教諭・保育士 保護者（父） 保護者（母） 保護者（その他）

国公立 77 39 50.6% 170 44 433 0

私　立 162 28 17.3% 151 74 1,034 1

計 239 67 28.0% 321 118 1,467 1

公　立 179 45 25.1% 400 67 590 1

私　立 220 36 16.4% 154 54 377 0

計 399 81 20.3% 554 121 967 1
　認定こども園 29 6 20.7% 40 23 308 0

認可外保育施設 242 15 6.2% 68 9 152 0

169 18.6% 983 271 2,894 2

※参考：H27調査回答　3,591人

　　　　（園長等：1,684人，保護者：1,907人）

4,319

対　　象 依頼箇所数
回答数（人）

幼稚園

保育所

計
909

総　　計
1,152 3,167
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　　　第２期「学ぶ土台づくり」推進計画　幼児実態調査（アンケート）回答数

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２8

回答総数 1,954 1,282 2,465 3,591 4,319

幼稚園 1,222 757 1,267 1,228 1,974

保育所 732 525 1,198 1,990 1,724

　認定こども園 － 377

認可外保育施設 － － － － 373 244

1,916

上記の人数に含まれています。
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Ⅱ　集計結果

１　 幼・保・小連携について 【園長・所長のみ回答】

1-1　幼・保・小連携の内容（複数回答） ★　目標指標　１４

　　　小学校とどのような内容の連携を図っていますか。（該当するもの全てを選択）

1-2　小学校との連携を図るための連絡協議会等の連携組織がありますか。（該当するもの1つ選択）

幼児教育に関わる実態調査 （園長・所長・教諭・保育士等対象） 

〔H26 61.5％〕 

〔H26 38.5％〕 

ある 
58.6% 

ない 
38.5% 

無回答 
3.0% 

〔ｎ＝169〕 

〔H27 55.1％〕 

〔H27 44.9％〕 

＜考察＞ 

・小学校との連携内容では，「小学校との合同研修会の開催」との回答割合が，昨年度

に比べ13.4%増え，最も増加した。連携を「図っていない」と回答したのは5.3%であ

り，昨年度より4.2％減少した。連携組織についても，「ある」の回答割合が3.5％増加

した。 

※回答方法の割合：パソコン 56.5％ スマートフォン 22.4％ 紙 21.1％ 

13.0% 

10.1% 

29.0% 

19.5% 

3.0% 

64.5% 

59.2% 

90.5% 

5.3% 

6.5% 

5.4% 

15.6% 

10.5% 

2.0% 

59.2% 

49.7% 

88.1% 

9.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前又は就学後のカリキュラム作成 

相互職場体験研修 

小学校との合同研修会の開催 

職員同士の交流 

保護者同士による合同行事 

情報交換 

児童との日常的活動や授業，行事等の

交流 

就学時の引継ぎ 

図っていない 

H28

H27

〔ｎ＝169〕 
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２　基本的生活習慣について 【園長・所長のみ回答】

★　目標指標　６

2-1　幼稚園又は保育所の活動において，「はやね・はやおき・あさごはん」運動などの基本的生活習慣
　　の確立のための取組をしていますか。（該当するもの1つ選択）

2-2　基本的生活習慣の確立のために，家庭への啓発をしていますか。（該当するもの1つ選択）

いつもしている 
39.6% 

時々している 
55.6% 

あまりしていない 
3.0% 

していない 
0.6% 

無回答 
1.2% 

いつもしている 
46.2% 

時々している 
44.4% 

あまりしていない 
7.1% 

していない 
1.2% 

無回答 
1.2% 

〔ｎ＝169〕 

〔H27 39.5％〕 

〔H27 48.0％〕 

〔H27 10.2％〕 

〔H27 2.4％〕 

〔H27 37.8％〕 

〔H27 0.7％〕 

〔H27 2.7％〕 

〔H27 58.8％〕 

〔ｎ＝169〕 

具体的な取組 

 （自由記述から抜粋） 

・ルルブルを活用し啓発 

・お便りで周知 

・保護者会で説明 

・朝の会で起床・就寝時 

 間等を発表 

・食習慣・生活習慣がん 

 ばりカードへコメント 

 をもらう     等 

4



３　研修について

3-1　現在の研修状況についてお答えください。（該当するもの1つ選択） ★　目標指標　１５

3-3　今後，受講したい研修会等の内容についてお答えください。（自由記述）

＜主な記述内容＞

・園長（管理職）研修 ・カウンセリングに関するもの

・国の施策や制度についての研修 ・コーチングに関するもの

・アプローチカリキュラムについて

・食育に関するもの

・特別支援に関するもの ・小学校の現状

・保護者対応・支援等に関するもの ・幼児教育・保育の質の向上に関するもの

3-2　3-1で「あまり満足していない」又は「満足していない」と回答した方は，その理由をお答えくだ
　　さい。（該当するもの全てを選択）

・実技（リトミック，わらべうた，手遊び，運動遊び，
　絵画指導，音楽）に関するもの

満足している 
17.7% 

だいたい満足 

している 
58.2% 

あまり満足して 

いない 
19.6% 

満足していない 
2.9% 

無回答 
1.6% 

228 

192 

171 

63 

34 

29 

0 50 100 150 200 250

仕事が多忙で研修会へ参加する時間がない 

研修会に参加した時の補欠体制が難しい 

平日の参加は難しい 

受けたいと思う内容の研修会がない 

研修会の情報が入らない 

その他 

〔ｎ＝1,152〕 

〔H27 19.7％〕 

〔H27 60.1％〕 

〔H27 18.5％〕 

〔H27 1.7％〕 

＜考察＞ 

・研修状況については，昨年度より全体的に満足していない傾向が見られる。その理由

としては，「参加する時間がない」の回答が最も多く，「あまり満足していない」「満

足していない」との回答者の約９割が選択している。「補欠体制が難しい」「平日の参

加は難しい」との回答数も多い。 

(人) 
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4　「学ぶ土台づくり」について

※　H28　追加項目

５　ルルブル（しっかり寝ル・きちんと食べル・よく遊ブで健やかに伸びル）について

　県では幼児期の教育の一層の充実を図るために「学ぶ土台づくり」推進計画を策定し，様々な取組を行っ
ていますが，知っていますか。（該当するもの１つ選択）

　県では，子どもの基本的生活習慣の確立に向けて「ルルブル」の取組を行っていますが，知っています
か。（該当するもの１つ選択）

名前とその取組に 

ついて知っている 
71.8% 

名前だけは聞いた

ことがある 
19.0% 

全く知らない 
7.6% 

無回答 
1.6% 

名前とその取組に

ついて知っている 
37.5% 

名前だけは聞い

たことがある 
40.8% 

全く知らない 
20.0% 

無回答 
1.7% 

〔ｎ＝1,152〕 

〔H27 66.1％〕 

〔H27 24.4％〕 

〔H27 9.6％〕 

〔ｎ＝1,152〕 
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１ 親子の関わりについて

1-1　子どもと触れ合う時間 ★　目標指標　１

1-2　子どもと触れ合う内容 ★　目標指標　２

　　　 あなたは，平日（休日以外）にお子さんと触れ合う時間はどの位ありますか。（食事と入浴を除い
　　　た1日当たりの平均時間）　（該当するもの１つ選択）

　        あなたは，１－１で回答した時間において，お子さんと一緒に何をすることが多いですか。
       （該当するもの全てを選択し，それぞれの時間も選択）

幼児教育に関わるアンケート （保護者対象） 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母

親 

父

親 

４時間以上 ３時間以上４時間未満 ２時間以上３時間未満 １時間以上２時間未満 

３０分以上１時間未満 ３０分未満 ほとんどない 無回答 [父親n=271，母親n=2,894 ] 

0.7 0.2 

※回答方法の割合：パソコン 28.4％ スマートフォン 49.0％ 紙 22.６％ 

260 

232 

209 

185 

228 

164 

174 

170 

2765 

2590 

2489 

2070 

2574 

1773 

2221 

2243 

0 500 1000 1500 2000 2500 3000

一緒に話をする 

お絵かきやおもちゃなどの遊び 

読み聞かせをする 

ひらがなや数字などの学習をする 

テレビやビデオなどを見る 

携帯型電子ゲームやテレビゲームなどをする 

散歩をしたり，外で遊んだりする 

買い物に行く 

父親 

母親 

[父親n=271，母親n=2,894 ] 

〔H27 6.4%   15.9%     30.6%         25.5%         10.2%   3.8% 7.6% 〕 

〔H27      21.2%            21.4%      25.8%      19.7%   8.2% 2.3% 1.5%〕 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一緒に話をする（父） 

(母） 

お絵かきやおもちゃなどの遊び（父） 

（母） 

読み聞かせをする（父） 

（母） 

ひらがなや数字などの学習をする（父） 

（母） 

テレビやビデオなどを見る（父） 

（母） 

携帯型電子ゲームやテレビゲームなどをする（父） 

（母） 

散歩をしたり，外で遊んだりする（父） 

（母） 

買い物に行く（父） 

（母） 

２時間以上 １時間以上２時間未満 ３０分以上１時間未満 ３０分未満 

(人) 

 13.3     12.9                 21.4                           26.9                      13.6   8 .1   3.7 

           42.0                                  17.7               17.1                 13.4        6.7  2.1  

[父親n=271，母親n=2,894 ] 
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1-3　あなたは休日にお子さんと触れ合う時間はどの位ありますか。（食事と入浴を除いた１日当たり
　　の平均時間）　（該当するもの１つ選択）

1-4　あなたは1-3で回答した時間において，お子さんと一緒に何をすることが多いですか。
　　（該当するものを3つまで選択）

1-5　親として成長していくための学ぶ機会（母親学級や父親学級，両親学級など）は充実していま
　　すか。（該当するもの1つ選択）

  ★　目標指標　４

60% 80% 100%

母親 

父親 

４時間以上 ３時間以上４時間未満 ２時間以上３時間未満 １時間以上２時間未満 

３０分以上１時間未満 ３０分未満 ほとんどない 無回答 

充実している 
8.8% 

どちらかといえば 

充実している 
34.7% どちらかといえば 

充実していない 
31.1% 

充実していない 
22.9% 

無回答 
2.6% 

[n=3,167 ] 

〔H27 8.2％〕 

〔H27 32.7％〕 

〔H27 40.6％〕 

〔H27 18.4％〕 

[父親n=271，母親n=2,894 ] 

                   87.0                  4.8      3.6     2.3 1.0  

                                                   0.2  0.1  1.1  

      83.8                   6.6         4.4     2.2 1.5                                             

 0.4  1.1 

＜考察＞ 

・平日子どもと触れ合う時間が4時間以上と回答した母親は全体の42.0％となり，昨年

度より約20％増加し，全体的に触れ合う時間が増加している。一方父親は触れ合う時間

が１時間未満と回答した割合が21.6％から25.4％となり，減少傾向にある。 

・触れ合う内容の中で県で推奨している「読み聞かせ」について，平日に行っていると

回答した父親は増え，割合では約40％の増加となっている。母親も増加傾向にある。ま

た，触れ合う内容の中で平日に母親がテレビやビデオを見る時間が長くなっている。 

159 

129 

38 

30 

124 

21 

177 

152 

133 

6 

1704 

1215 

494 

275 

1050 

122 

1742 

1833 

1306 

79 

0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600 1800 2000

一緒に話をする 

お絵かきやおもちゃなどの遊び 

読み聞かせをする 

ひらがなや数字などの学習をする 

テレビやビデオなど見る 

携帯型電子ゲームやテレビゲームなどをする 

散歩をしたり，外で遊んだりする 

買い物に行く 

外出する 

その他 

父親 

母親 

(人) 

[父親n=271，母親n=2,894 ] 
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２　子どもの基本的生活習慣について　

2-1　就寝時間 ★　目標指標　５

2-2　起床時間

　　　お子さんはいつも何時頃に起きますか。（該当するもの1つ選択）

　　　お子さんはいつも何時頃に寝ていますか。（該当するもの1つ選択）

2-1-1　お子さんが午後9時以降に寝ることがある場合どのような理由ですか。（該当するもの全て選択）

午前５時前 
0.3% 

午前５時から 

６時頃まで 
13.0% 

午前６時から 

７時頃まで 
64.5% 

午前７時から 

８時頃まで 
21.2% 

午前８時以降 
0.6% 

無回答 
0.4% 

午後８時前 
5.6% 

午後８時から 

９時頃まで 
40.8% 

午後９時から 

１０時頃まで 
45.1% 

午後１０時から 

１１時頃まで 
7.1% 

午後１１時以降 
0.9% 

無回答 
0.6% 

[n=3,167 ] 

〔H27 3.6％〕 

〔H27 36.3％〕 
〔H27 49.1％〕 

〔H27 10.3％〕 

〔H27 0.6％〕 

〔H27 12.7％〕 

〔H27 0.4％〕 

〔H27 20.9％〕 

〔H27 0.6％〕 

[n=3,167 ] 

＜考察＞ 

・就寝時間については，午後9時までに寝るとの回答が増加したが，午後11時以降に寝

るとの回答も0.3％増えている。午後9時以降に寝ることがある理由として「布団に入

るが眠られない」が最も多く全体の34.3％となった。「親の仕事の都合」の回答率は

昨年度より6.4％減少している。「その他」の回答の記述内容を見ても「昼寝を長くし

てしまったとき」や「昼寝の時間が遅かったとき」等の回答が多く見られた。また父親

に関連して「帰ってくるタイミング」等の回答も見られる。 

・午前8時以降の起床時間の回答者は，全員午後９時以降の就寝時間となっており，起

床時間と就寝時間の相関関係が分かる。 

〔H27 65.4％〕 

34.3% 

24.3% 

20.3% 

16.4% 

1.8% 

12.5% 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

布団に入るが眠られない 

親の仕事の都合 

兄弟・姉妹と遊んでいる 

テレビを見ている 

ゲームをしている 

その他 
[n=3,167 ] 
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2-3　朝食摂取

2-4　朝食の内容 ★　目標指標　７

2-5　遊ぶ場所 ★　目標指標　８

2-6　子どもの基本的生活習慣の確立における「ワーク・ライフ・バランス」の実態

　　★　目標指標　３，９

　　　お子さんの朝ごはんにそろえるものは「主食」「主菜」「副菜」のどれが多いですか。（該当
　　するもの全て選択）

　　　お子さんの基本的生活習慣の確立のために，親の仕事と生活のバランス（「ワーク・ライフ・
　　バランス」）がとれていますか。（該当するもの1つ選択）

　　　お子さんは毎日，朝ごはんを食べていますか。（該当するもの1つ選択）

　　　お子さんは平日や休日に家庭で遊ぶ時，室内，室外のどちらが多いですか。（該当するもの1つ選択）

23.7% 

11.5% 

13.2% 

24.0% 

11.0% 

17.6% 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

「主食」,「主菜」,「副菜」,「その他」 

「主食」,「主菜」,「副菜」 

「主食」のみ 

H28

H27

毎日食べている 
92.5% 

週に４～６日程度 

食べている   
3.0% 

週に１～３日 

程度食べている 
0.8% 

全く食べて 

いない 
0.2% 

準備している 

が食べない 
0.5% 

無回答 
3.0% 

とれている 
20.2% 

どちらかといえば 

とれている 
51.9% 

どちらかといえば 

とれていない 
18.0% 

とれていない 
6.7% 

無回答 
3.2% 

ほとんど室内 
10.1% 

どちらかといえば 

室内 
53.8% 

どちらかといえば 

室外 
29.6% 

ほとんど室外 
5.6% 

無回答 
0.9% 

〔H27 96.2％〕 
〔H27 2.5％〕 

〔H27 0.5％〕 

〔H27 58.5％〕 

〔H27 10.5％〕 

〔H27 26.7％〕 

〔H27 4.2％〕 

〔H27 52.0％〕 

〔H27 5.9％〕 

〔H27 21.9％〕 

〔H27 20.1％〕 

[n=3,167 ] 

[n=3,167 ] 

[n=3,167 ] 

[n=3,167 ] 

〔H27 0.6％〕 

〔H27 0.2％〕 

「主食」：ごはん・パン・麺類など，「主菜」：魚・肉・卵・納豆など，「副菜」：野菜・いも・海藻・汁物など，「その他」：牛乳，乳製品，果物など 
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2-7　「ワーク・ライフ・バランス」がとれていない理由（複数回答）

2-8　ルルブル（しっかり寝ル・きちんと食べル・よく遊ブで健やかに伸びル）について

２-9　「学ぶ土台づくり」について

※　H28　追加項目

　　　親の仕事と生活のバランス（「ワーク・ライフ・バランス」）がとれていない理由は何ですか。
　　（該当するもの全て選択）

　　　県では，子どもの生活習慣の確立に向けて「ルルブル」の取組を行っていますが，知っています
　　か。（該当するもの1つ選択）

　県では幼児期の教育の一層の充実を図るために「学ぶ土台づくり」推進計画を策定し，様々な取組を行っ
ていますが，知っていますか。（該当するもの１つ選択）

1012 

887 

627 

475 

330 

356 

902 

0 200 400 600 800 1000 1200

収入減につながること 

休暇を取得しやすい職場環境でないこと 

職場の「ワーク・ライフ・バランス」への取組や理解が十分でないこと 

処遇面で不利になるのではないかという不安があること 

職場に育児休暇などの福利厚生の制度が整っていないこと 

その他 

無回答 

名前とその取組に 

ついて知っている 
33.7% 

名前だけは聞いた

ことがある 
24.4% 

全く知らない 
40.8% 

無回答 
1.1% 

〔H27 37.4％〕 

〔H27 23.8％〕 

〔H27 38.8％〕 

[n=3,167 ] 

[n=3,167 ] 

名前とその取組に 

ついて知っている 
5.3% 

名前だけは聞いた

ことがある 
19.7% 

全く知らない 
72.4% 

無回答 
2.7% 

[n=3,167 ] 

(人) 
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３　子どもの体験活動について ★　目標指標　１０，１１

3-2　お子さんに体験させたいと思う活動のうち，家庭で行ったり参加するのが難しいものは何ですか。
　　　（該当するもの全て選択）

3-1　家庭でお子さんは次の体験活動をどのくらいしていますか。（それぞれに該当するもの1つ選択）

[n=1,907 ] 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然体験活動 

（水遊び，虫捕り，キャンプ，ハイキングなど） 

友だちとの遊び 

（ごっこ遊びやかくれんぼ，遊具遊び，ボール遊びなど） 

家事・手伝い 

（食事の配膳・片付けや掃除，洗濯物をたたむなど） 

いつもしている 時々している ほとんどしていない 無回答 
[n=3,167 ] 

[n=3,167 ] 

1171 

1111 

822 

1118 

740 

438 

1687 

1597 

274 

58 

0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600 1800

自然体験活動 

動植物との触れ合い 

友だちとの遊び 

交流体験活動 

地域体験活動 

生活体験活動 

困難体験活動 

宿泊体験活動 

特にない 

無回答 

   20.5        45.8                 32.2                1.5                                             

               44.7            37.9                 16.0    1.4                                             

          29.8              54.6                      13.5   2.1                                             

自然体験活動：水遊び，虫捕り，キャンプ，ハイキングなど 

動植物との触れ合い：小動物との触れ合い，乗馬や乳搾り体験，野菜や果物の収穫体験など 

友だちとの遊び：鬼ごっこやかくれんぼなどの外での遊び 

交流体験活動：年齢が異なる子どもや高齢者などと交流する体験 

地域体験活動：町内清掃や地域の祭りなどへの参加など 

生活体験活動：洗濯，買い物，炊飯，料理，布団敷き，衣類をたたむなど 

困難体験活動：あえて不自由・不便な環境に置き，我慢して乗り越えさせる体験                                   

宿泊体験活動：２泊以上の宿泊を伴う体験など                                                      
[n=3,167 ] 

＜考察＞ 

・子どもの体験活動については，「自然体験活動」「友だちとの遊び」を「ほとんどし

ていない」の回答が増加した。「家事・手伝い」については，横ばいではあるが，目標

値との大きな差が見られる。年齢別で分析した結果，６歳児のみを取り出しても「家

事・手伝い」を「いつもしている」との回答は35％に留まり，目標値の40％とは開き

がある。 

〔H27 24.3%       49.4％        26.3%  〕 

〔H27  43.4%          41.7％       14.9% 〕 

〔H27  29.3%        57.0％          13.7% 〕 

(人) 
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★　目標指標　１２

3-3　あなたがお住まいの地域では，3-2で答えた体験活動について参加できるイベントや催しなどが
　　ありますか。（該当するもの1つ選択）

3-4　遊び場として，公園や公民館，児童館などのコミュニティー施設を利用していますか。
　　　（該当するもの1つ選択）

　★　目標指標　１３いつも利用してい

る 
15.5% 

時々利用している 
47.8% 

あまり利用 

していない 
16.8% 

ほとんど利用 

していない 
17.5% 

無回答 
2.3% 

〔H27 14.2％〕 〔H27 19.7％〕 

〔H27 15.0％〕 

〔H27 51.0％〕 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある あるものが多い ないものが多い ない 分からない 無回答 [n=3,167 ] 

[n=3,167 ] 

7.5   13.8           24.1            8.1        44.6                 1.9                                             

〔H27  

 8.8%   14.1％      25.0%        7.1%          45.1%  〕 

13



４　幼児教育の環境について

★　目標指標　１７

4-1　子育てで悩んでいることは何ですか。（該当するもの全て選択）

4-2　子育ての悩みについて誰に相談していますか。（該当するもの全て選択）

[n=1,357 ] 

[n=1,907 ] 

2487 
2020 

640 
1939 

265 
1097 

137 
80 
97 

43 

0 500 1000 1500 2000 2500 3000

配偶者 

親 

親族 

友人 

近所の人 

幼稚園や保育所の先生 

市町村の子育て支援担当者 

誰もいない 

その他 

無回答 

[n=3,167 ] 

＜考察＞ 

・子育ての悩みについては，回答が多い順に１「子どものしつけ・マナー等の身に付け

方」，2「子どもの性格やくせ等について」，3「子どもの教育（学習，習い事など）」，

4「子どもの心の発達」，5「経済的問題」となった。1，2番目の項目は昨年度と変わっ

ていない。昨年度3番目に多かった「子どもと触れ合う時間の確保」39.2％は，今年度は

項目の中で－4.7％と最も割合が減り，6番目の22.2％に減少した。項目の中で最も増加

したのが，「経済的問題」で昨年度の18.1％から25.9％に増えた。続いて増加率が大き

かったのが「子育てでのストレス解消」で15.0％から21.8％となった。 

・子育ての悩みを相談する相手が「誰もいない」と回答した父親の割合（8.5％）が

母親（2.0%）よりかなり高くなっている。 

51.4% 

34.9% 

26.9% 

26.3% 

25.9% 

22.2% 

21.9% 

21.8% 

2.7% 

49.6% 

32.1% 

24.5% 

22.9% 

18.0% 

26.9% 

18.3% 

15.0% 

11.8% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

子どものしつけ・マナー等の身に付け

方 

子どもの性格や「くせ」等について 

子どもの教育（学習，習い事など） 

子どもの心の発達 

経済的問題 

子どもと触れ合う時間の確保 

子どもの基本的生活習慣（食事，排

泄，早寝等）の身に付け方 

子育てでのストレス解消 

特にない 

H28

H27

[n=3,167 ] 

(人) 
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4-3　発達障害などについて相談したいときの情報 4-4　発達障害の知識

★　目標指標　１６

　　お子さんの行動（落ち着きがない，パニックを起こし
　やすいなど）が気になるときの相談先を知っていますか。
　（該当するもの1つ選択）

　　発達障害（ＡＤＨＤ，ＬＤ，自閉症など）の一般的
　特徴や関わり方などについて知っていますか。
　（該当するもの1つ選択）

知っている 
15.6% 

だいたい

知っている 
22.9% 

あまり知ら

ない 
39.9% 

知らない 
20.0% 

無回答 
1.6% 

知っている 
18.9% 

だいたい

知っている 
22.4% あまり知ら

ない 
26.9% 

知らない 
30.1% 

無回答 
1.7% 

〔H27 21.4％〕 

〔H27 31.6％〕 

〔H27 25.6％〕 

〔H27 21.3％〕 

〔H27 15.8％〕 

〔H27 25.6％〕 

〔H27 38.3％〕 

〔H27 20.2％〕 

[n=3,167 ] [n=3,167 ] 
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